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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 142,816 △30.3 1,498 △84.4 2,864 △72.8 1,761 △75.2

21年3月期第2四半期 204,830 ― 9,598 ― 10,542 ― 7,106 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 19.51 19.51
21年3月期第2四半期 78.70 78.67

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 244,121 152,177 60.8 1,642.20
21年3月期 226,584 150,379 64.8 1,625.63

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  148,331百万円 21年3月期  146,822百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

当社は定款において期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日における配当予想額は未定であります。 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 24.00 ― 8.00 32.00

22年3月期 ― 8.00

22年3月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 315,000 △6.6 12,400 ― 14,000 ― 9,400 784.1 104.07



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1.平成21年7月31日に公表いたしました連結業績予想は、当第2四半期連結会計期間において、通期予想を修正しております。詳細につきましては、本日
開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
2.平成22年3月期の期末配当予想は、先行きが不透明な昨今の情勢から、具体的な金額をお示しすることが難しく、現時点では未定であります。四半期ご
との業績を勘案しながら決定する見込みであり、予想額の開示が可能となり次第、速やかに開示いたします。 
3.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 94,234,171株 21年3月期  94,234,171株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  3,909,683株 21年3月期  3,917,024株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 90,321,392株 21年3月期第2四半期 90,295,886株



当第２四半期連結累計期間の世界経済は、各国当局の金融安定化策、景気刺激策により経済状況が底入れしつつ

ありますが、依然として厳しい状況が続いております。 

自動車業界におきましては、各国とも販売促進策による需要喚起が一定の効果を上げたため、全体の販売台数は

前年同期を若干下回る水準で推移しました。生産台数におきましても在庫調整の影響もあり、前年同期を下回りま

した。 

 このような環境下におきまして、当社グループでは、前期に引続き緊急利益対策や構造改革プロジェクトを進め

て収益確保と経営体質強化に取組んでまいりました。 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は142,816百万円と、前年同四半期に比べ62,014

百万円(30.3％)の減収となり、利益につきましては、連結営業利益は1,498百万円と、前年同四半期に比べ8,100百

万円(84.4％)、連結経常利益は2,864百万円と、前年同四半期に比べ7,678百万円(72.8％)、連結四半期純利益は

1,761百万円と、前年同四半期に比べ5,345百万円(75.2％)それぞれ減益となりました。 

  

a 事業の種類別セグメントの業績は、次の通りであります。 

（自動車用部品事業） 

 自動車用部品事業は全体的に売上が減少し、売上高は140,192百万円と、前年同四半期に比べ60,791百万円

(30.2％)の減収となりました。 

（一般電機部品及びその他の事業） 

一般電機部品及びその他の事業は、売上高は2,624百万円と、前年同四半期に比べ1,223百万円(31.8％)の減収と

なりました。  

  

b 所在地別セグメントの業績は、次の通りであります。 

（日本） 

客先生産台数の減少などにより、売上高は106,642百万円と、前年同四半期に比べ41,006百万円(27.8％)の減収と

なりました。営業損失は、合理化等に積極的に取組んだものの、売上高の減少や円高などにより1,232百万円と、前

年同四半期に比べ5,000百万円(－％)の減益となりました。 

  
（北米） 

客先生産台数の減少などにより、売上高は25,305百万円と、前年同四半期に比べ11,015百万円(30.3％)の減収と

なりました。営業利益は、売上高の減少があるものの、合理化等の効果により234百万円と、前年同四半期に比べ

340百万円(－％)の増益となりました。  

  

（アジア） 

客先生産台数の減少などにより、売上高は20,022百万円と、前年同四半期に比べ9,886百万円(33.1％)の減収とな

りました。営業利益は、売上高の減少などにより1,929百万円と、前年同四半期に比べ2,948百万円(60.4％)の減益

となりました。 

   

（その他の地域） 

客先生産台数の減少などにより、売上高は7,721百万円と、前年同四半期に比べ4,832百万円(38.5％)の減収とな

りました。営業利益は、売上高の減少などにより263百万円と、前年同四半期に比べ148百万円(35.9％)の減益とな

りました。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

 (資産) 

資産は244,121百万円となり、前連結会計年度末に比べ17,537百万円増加いたしました。 

これは、主に売上債権の増加などによるものです。 

 (負債)    

負債は91,943百万円となり、前連結会計年度末に比べ15,739百万円増加いたしました。 

これは、主に仕入債務の増加などによるものです。  

  (純資産)  

純資産は152,177百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,798百万円増加いたしました。 

これは、主に投資有価証券の時価評価により、その他有価証券評価差額金が増加したことなどによるものです。

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報



② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、34,145百万

円となり、前連結会計年度末より9,137百万円増加いたしました。 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

    営業活動の結果得られた資金は10,690百万円となりました。これは主に減価償却費8,379百万円と仕入債務の増

加額12,196百万円等による増加と、売上債権の増加額14,483百万円等による減少の結果であります。 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は5,395百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出6,470百万

円等によるものであります。 

  (財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果得られた資金は4,019百万円となりました。これは主に長期借入れによる収入5,500百万円等によ

るものであります。 

   

  今後の世界経済は、緩やかな回復傾向が見込まれますが、景気刺激策の息切れ、高い失業率など、不安定な要素

もあり、予断を許さない状況が続くものと予測されます。 

自動車業界におきましては、中国、インドでは自動車販売が堅調に推移する見込みですが、米国での自動車販売

促進策終了後の販売台数減少が見込まれ、全体の販売台数は前年同期並と予測されます。 

このような経営環境のもと、様々な施策を実行することで確実に利益が出せる経営体質を構築し、商品力向上や

新製品開発を加速させ、新たな付加価値を創出してまいります。 

  このような経済状況及び第２四半期の実績を踏まえ、当第２四半期連結会計期間において、通期の業績予想を、

連結・個別ともに修正しております。  

 詳細につきましては、本日開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。  

  

  

    該当事項はありません。  

  

  ① 簡便な会計処理  

    (繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法) 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。 

  

  ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

    (税金費用の計算) 

  税金費用については、当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

     該当事項はありません。  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,346 16,060

受取手形及び売掛金 50,304 35,766

有価証券 20,146 12,564

商品及び製品 5,934 5,994

仕掛品 11,304 10,763

原材料及び貯蔵品 3,790 3,591

その他 10,827 12,854

貸倒引当金 △64 △71

流動資産合計 120,589 97,523

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 27,702 27,689

機械装置及び運搬具（純額） 24,220 26,908

その他（純額） 23,629 25,459

有形固定資産合計 75,552 80,057

無形固定資産   

のれん 105 152

その他 2,789 2,984

無形固定資産合計 2,895 3,136

投資その他の資産   

投資有価証券 27,261 26,840

その他 17,945 19,148

貸倒引当金 △122 △122

投資その他の資産合計 45,084 45,867

固定資産合計 123,532 129,061

資産合計 244,121 226,584



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 40,995 28,928

短期借入金 3,935 4,553

1年内返済予定の長期借入金 295 268

未払法人税等 440 111

賞与引当金 5,249 4,463

製品保証引当金 3,819 5,109

その他の引当金 86 136

その他 12,581 13,057

流動負債合計 67,405 56,630

固定負債   

長期借入金 6,534 1,308

退職給付引当金 17,175 17,360

その他の引当金 455 521

その他 372 384

固定負債合計 24,537 19,574

負債合計 91,943 76,204

純資産の部   

株主資本   

資本金 22,856 22,856

資本剰余金 25,134 25,142

利益剰余金 113,115 112,118

自己株式 △7,033 △7,047

株主資本合計 154,072 153,069

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 201 △1,322

為替換算調整勘定 △5,942 △4,923

評価・換算差額等合計 △5,740 △6,246

新株予約権 435 360

少数株主持分 3,410 3,196

純資産合計 152,177 150,379

負債純資産合計 244,121 226,584



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 204,830 142,816

売上原価 178,233 126,574

売上総利益 26,597 16,242

販売費及び一般管理費 16,998 14,743

営業利益 9,598 1,498

営業外収益   

受取利息 393 210

受取配当金 104 47

持分法による投資利益 164 －

為替差益 341 595

助成金収入 － 539

その他 278 299

営業外収益合計 1,281 1,692

営業外費用   

支払利息 231 139

持分法による投資損失 － 76

その他 106 111

営業外費用合計 337 327

経常利益 10,542 2,864

特別利益   

新株予約権戻入益 － 11

特別利益合計 － 11

特別損失   

投資有価証券評価損 52 －

特別損失合計 52 －

税金等調整前四半期純利益 10,489 2,875

法人税等 2,851 911

少数株主利益 532 201

四半期純利益 7,106 1,761



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 10,489 2,875

減価償却費 9,424 8,379

のれん及び負ののれん償却額 25 17

貸倒引当金の増減額（△は減少） △50 △6

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,068 790

製品保証引当金の増減額（△は減少） 125 △1,302

退職給付引当金の増減額（△は減少） 66 △263

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △157 △66

受取利息及び受取配当金 △497 △258

支払利息 231 139

為替差損益（△は益） 3 △867

持分法による投資損益（△は益） △164 76

有形固定資産除売却損益（△は益） 186 46

投資有価証券評価損益（△は益） 52 －

売上債権の増減額（△は増加） 8,749 △14,483

たな卸資産の増減額（△は増加） △140 △581

仕入債務の増減額（△は減少） △5,574 12,196

未払消費税等の増減額（△は減少） △204 107

その他 112 288

小計 23,746 7,088

利息及び配当金の受取額 517 270

利息の支払額 △231 △116

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △4,420 3,448

営業活動によるキャッシュ・フロー 19,612 10,690

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却及び償還による収入 1,500 1,000

有形固定資産の取得による支出 △12,638 △6,470

有形固定資産の売却による収入 76 24

投資有価証券の取得による支出 △5,276 △62

投資有価証券の売却による収入 31 5

子会社株式の取得による支出 △256 △14

貸付けによる支出 △104 △142

貸付金の回収による収入 116 114

その他 △808 150

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,358 △5,395



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △998 △594

長期借入れによる収入 － 5,500

長期借入金の返済による支出 － △98

リース債務の返済による支出 △32 △57

配当金の支払額 △2,256 △723

少数株主への配当金の支払額 △695 △187

少数株主からの払込みによる収入 463 175

自己株式の取得による支出 △3 △0

その他 135 6

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,388 4,019

現金及び現金同等物に係る換算差額 △262 △177

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,396 9,137

現金及び現金同等物の期首残高 35,419 25,008

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 80 －

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △12 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 34,091 34,145



 該当事項はありません。 

  

     前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

当社グループは、スイッチ類、シートベルト、キーロック、シフトレバー等、自動車用部品の専門メーカーで

あり、当該部品の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占

める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

     当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

当社グループは、スイッチ類、シートベルト、キーロック、シフトレバー等、自動車用部品の専門メーカーで

あり、当該部品の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び、営業利益の生じているセグ

メントの営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

  

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）         

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

(注)１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

          ２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

              (1) 北米……………アメリカ、カナダ 

              (2) アジア…………中国、台湾、フィリピン、タイ 

              (3) その他の地域…イギリス、チェコ、ブラジル、ベルギー 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円） 
アジア

（百万円） 
その他の地域
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高    

(1）外部顧客に対す

る売上高 
 128,491  36,265  27,532  12,541  204,830  －  204,830

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

 19,157  54  2,376  12  21,600  △21,600 －

計  147,648  36,320  29,908  12,553  226,431  △21,600  204,830

営業利益(損失△)  3,768  △106  4,877  411  8,952  646  9,598

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円） 
アジア

（百万円） 
その他の地域
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                          

(1）外部顧客に対す

る売上高 
 91,660  25,258  18,202  7,696  142,816  －  142,816

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

 14,982  47  1,819  24  16,874  △16,874 －

計  106,642  25,305  20,022  7,721  159,691  △16,874  142,816

営業利益(損失△)  △1,232  234  1,929  263  1,195  302  1,498



  

  

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

            (注)１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

        ２ 各区分に属する主な国又は地域 

            (1) 北米……………アメリカ、カナダ 

            (2) アジア…………中国、台湾、フィリピン、タイ 

            (3) その他の地域…イギリス、チェコ、ブラジル、ベルギー 

        ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

 該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕

  北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  36,201  30,201  13,037  79,440

Ⅱ 連結売上高（百万円）   204,830

Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 17.7  14.7  6.4  38.8

  北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  25,240  21,660  7,997  54,898

Ⅱ 連結売上高（百万円）                    142,816

Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 17.7  15.1  5.6  38.4

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

６．連結売上高明細

部 門 

前第２四半期連結累計期間 

 (自 平成20年４月１日   

   至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 

  (自 平成21年４月１日 

   至 平成21年９月30日) 
増減(百万円) 増減率(％) 

 (参考)前連結会計年度 

 (自 平成20年４月１日 

  至 平成21年３月31日) 

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 

自 

動 

車 

用 

部 

品 

事 

業 

ス イ ッ チ 類  72,140  35.2 53,344 37.4 △18,796  △26.1  119,160 35.3

シ ー ト ベ ル ト  43,847  21.4 30,338 21.2 △13,509  △30.8  71,114 21.1

キ ー ロ ッ ク  42,333  20.7 26,419 18.5 △15,914  △37.6  70,187 20.8

シ フ ト レ バ ー  16,571  8.1 11,687 8.2 △4,884  △29.5  27,139 8.0

ステアリングホイール  6,920  3.4 5,192 3.6 △1,728  △25.0  11,197 3.3

自動車用ミラー  7,063  3.4 5,015 3.5 △2,048  △29.0  11,791 3.5

装 飾 品  2,739  1.3 1,827 1.3 △912  △33.3  4,601 1.4

そ の 他  9,367  4.6 6,367 4.5 △3,000  △32.0  15,216 4.5

  小 計  200,983  98.1 140,192 98.2 △60,791  △30.2  330,409 97.9

一 般 電 機 部 品 及 び 

そ の 他 の 事 業 
 3,847  1.9 2,624 1.8 △1,223  △31.8  7,008 2.1

売 上 高 合 計  204,830  100.0 142,816 100.0 △62,014  △30.3  337,417 100.0
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